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自閉症児の数概念の形成過程に関する事例研究
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A Case Study on the Formation Process
of the Number Concept by a Child with Autistic Symptoms

Miho KURAMITSU Shun-ichi HIGASHI＊

近年、発達障害児に対する学習支援の方法や体制について、多くの研究が行われており、多くの
効果が上げられている。しかし、就学以前から段階的に訓練を行い、就学後につなげていくための
方法や体制については、まだ、充分に検討されているとは言えなのではないだろうか。そこで、本
研究では、一事例とし、就学前の自閉症傾向を持つ幼児に対して、トークンエコノミー法を用い、
就学に向けた学習内容に関する個別訓練を行い、その導入段階としての意義を検討した。本研究で
は、小学校１年の４月に学習する算数の内容を目標に、数概念形成に関する課題を中心に行った。
アセスメントを行った結果、数字－読み－量の等価関係は形成されていることから、量の大小関係
及び文字を基にした数の大小関係の訓練を行った。対象期間内には、両課題とも完全な概念形成に
は至らなかったが、概念が形成されつつあり、就学準備として、トークンエコノミー法により導入
が、学習効果をあげる可能性があると考えられる。
キーワード：自閉症、トークンエコノミー法、数概念の形成

１．目 的

自閉症の特徴として社会性の問題がある。そ
れは、社会生活の文脈で学習する力が弱いこと
が、あり、日常生活の場面で応用可能なスキル
を身につけていくことが必要である。他方で、
学習にも別途配慮が必要である。人生における
新たな経験である学校生活をできるだけスムー
ズに始めるために、先取りして勉強をすること
も必要である。それは、クラス全体の進度につ
いていけないということが大きなストレスとな
ることが考えられるからである。また、学習の
スタイルとしてトークンエコノミー法を定着さ
せることで、就学後の学習の手がかりを得るこ

とができると考えられる。そのストレスを軽減
し学校という場所に対する嫌悪感情を生起しな
いようにするために、就学約２年前のこの時期
から徐々にトークンエコノミー法を用いた学習
に対する準備としての訓練を行った。
本研究では、小学校の学習内容の中でも、算

数の基礎概念に対する弁別の機能の付与を目的
としている。正答に対する強化刺激の提示、及
び、誤解答に対する訂正を行いつつ、数概念に
対するA児の認知についてアセスメントを行
い、段階を追って、最終的に数の大小概念の形
成を行うことを目的とした。

２．対象児について

⑴ 対象児の成育歴
対象児（A児）の家族構成は、両親、姉、A＊ ノートルダム清心女子大学
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児の４人家族である。
妊娠中は、姉と違い胎内での動きが少なかっ

た。出生時３，０９０gであった。
出生後は泣くことが殆ど無く、非常に育てや

すい子どもであったが、抱き抱えると身体をの
けぞらせる動きが見られた。
生後６カ月から保育所に預けられていた。１

歳半時には手を振りながら「バイバイ」という
動作が見られていたが、数ヵ月後に消失している。
歩行開始は２歳で、勝手に動き回るが、激し

く動き回るということはなかった。また、不安
になると泣くことがしばしばあった。
２歳７カ月で身ぶり付きの「ちょうだい」と

いう要求は出てきたが、全体としてコミュニ
ケーションが成り立ち難かった。２歳８カ月時
に病院にて「自閉症」の診断を受けている。３
歳３カ月時に、脳の成長に影響を及ぼしている
ということで、頭蓋骨を広げる手術を受けている。
４歳８カ月までの保育園での対応は、加配の

保育士が１対１対で丁寧に対応していた。保育
園の保育士らは、「手探り部分が多いが勉強を
していきたい」という意欲を見せており、協力
関係は良好であった。４歳９カ月に、小学校進
学を視野に入れ、同じ小学校に進学する友達に
早く慣れることを目的に、地域の幼稚園の４歳
児クラスへ年度始めである４月から入園してい
る。幼稚園でも園との関係は良好であった。
現在の家族の受け入れは、祖父母を含め協力

的であり、良好である。
⑵ 相談室へ来談後の状況
筆者が所属する相談室には、２歳８カ月時よ

り、ほぼ週１回のペースで来談しており、面接
形式は、母子並行面接であった。来所当時は、
不安が強く、パニックを起こして泣くことが多
かった。また、逃避場所として母親の存在を利
用することが多かったため、母子分離が難し
かった。
相談室という環境に慣れてきた３歳８カ月時

より、徐々に母子分離の時間を作っていった。
３歳８カ月頃のA児は、他者に対する関心が
薄く、他者との関係を持つことが難しかった。
そのため、まずは他者の存在への関心を強める

ことを目標とした。具体的な取り組みとして
は、プレイルームにいくつかのおもちゃを置
き、A児のしている遊びにトレーナーが介入
し、一緒に遊ぶ場面を作った。その後、母子分
離時間を面接時間いっぱいの１時間とすること
ができるようになっていった。
筆者が相談室でA児の担当になったのは、

A児が４歳５カ月の時であった。引き継ぎの
ためにセッションに参加するようになった筆者
の目からも、A児は比較的落ち着いており、
母子分離もスムーズに行えるようになってい
た。パズルへのこだわりがあり、ピースが見つ
からないとパニックを起こし、なかなか気持ち
の切り替えをすることが難しかった。ただし、
要求が通らない場面ではパニックを起こして泣
くこともあったが、パニックが全く治まらず、
次の行動に移れない程に泣き叫び続けるという
ことはなかった。完全にトレーナーが交代した
後（A児４歳８カ月時）も、スムーズに母子
分離をすることができており、母子完全別室で
訓練を行うことが可能であった。しかし、徐々
に自分で出来ることが増えていくと、トレー
ナーの存在は認知しているものの、無視して自
分のしたい遊びに没頭する傾向が強まったた
め、パズルのピースをA児の手の届かないと
ころに置くなど、A児一人で遊ぶことが困難
な状況をプレールームに設定し、セッションの
構造をフリーオペラント形式とした。
４歳９カ月時になると、新トレーナーとの

セッションにも慣れてきたので、小学校就学を
視野に入れセッションの内容を変更していっ
た。学習を意識したセッションでは、着席行動
が定着できるかどうかが重要であるため、ま
ず、着席して机に向かってできる遊び（パズル
や絵カード）をしている時は、トレーナーが
A児に椅子を勧め、着席した状態で遊ぶとい
う行動を訓練場面の中で増やしていった。
着席行動や机での作業に慣れてきた４歳１１カ

月時に、具体的な学習の訓練に取り組むため、
フリーオペラント形式からトークンエコノミー
法を用いたセッションへと移行した。移行は比
較的スムーズに進み、慣れないことに戸惑いパ
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ニックを起こすことがあったものの、対象児の
手にトレーナーが手を添えて磁石を壁に貼って
あるトークン表に書かれている磁石と同じ色の
○の中に磁石をはることが分かると少し落ち着
いた。その後、トークン表に磁石がたまると遊
びと交換できることを教えるため、たまったら
「磁石たまったね」「持ってきて」と声をかけ
た。状況がよくわからないため、パニックを起
こしそうになるが、プロンプトを行い遊び（椅
子コースター、ボール）と交換できるようにし
た。合計２回のセッションで課題に解答すると
トークンがもらえ、トークンが貯まるとご褒美
と交換できることを理解することができた。ま
た、トレーナーもA児の反応を見ながら、ご
褒美の遊びの選定を２回のセッション内で行う
ことができた。

３．方 法

⑴ 環境構成（Fig１）
A児が初めて相談室に来談した時の環境構

成は、刺激となる物の少ない母親面接にA児
用に幼児机と椅子を置き、トレーナーが用意し

た教材を使って訓練を行っていた。
その後、母子分離が可能になってくると、子

ども用のプレールームに場所を移動した。室内
にあるおもちゃやおもちゃの置いてある棚を全
て室外に移動させ、刺激の少ない状態を作っ
た。そして、各セッション毎に必要な教材をプ
レイルームに配置していた。配置する際には、
なるべく散らばらせるようにした。各回で使用
したおもちゃは、バランスボール、パズル、木
製の釣りセット、絵カードなどで他の刺激にな
りそうなおもちゃは置かなかった。また、A
児がトレーナーに働きかける機会を確保するた
めに、一人では欲求・要求が充足できない環
境、すなわちトレーナーに働きかけることで欲
求・要求が充足できる環境設定を行った。
本件研究の対象時期である、トークンエコノ

ミー法を導入した時には、それまで配置してい
たおもちゃ類も排除し、幼児机１つ、幼児椅子
２つ（A児とトレーナーが座る）、プレイルー
ムに設置してある革張りの椅子２つとテーブル
と時計というシンプルな設定に変更した。各回
に使用したおもちゃは、トレーナーの足元に置
いてあり、A児が自由に触れないようにして

Fig１．セッション中の環境構成
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いた。また、A児が着席している位置に近い
場所の壁にトークン表を貼っていた。トークン
表はボール、コースター（母親面接者がA児
の幼児椅子を持ち上げ大きく揺らす）、お絵か
き（トレーナーと一緒にお絵かき遊びをする）
の３種類であった。また、トークンエコノミー
法に慣れるにしたがって、必要となるトークン
の数を５個から１０個に段階的に増加させた。
⑵ A児の数概念に対するアセスメントの視

点
訓練を行う上で、A児の数概念を正しくア

セスメントすることは重要である。そこで、本
研究では、以下の視点と手順でアセスメントを
行い、すでに身に付いている概念とこれから身
につけるべき概念の実態把握を行った。また、
各概念のアセスメントは、通算１０試行を１単位
として行った。各視点で１００％の正答率が２試
行達成されたものについては、概念が形成され
ていると見なした。
①数字の読み
道 具：１～１０までの数字の書かれたカード１０

枚。
手続き：数字が書かれているカードを１枚提示

し、「これは何？」とトレーナーが質
問した。使用するカードは最大１０まで
であった。

正答の場合は、トレーナーが、トークン表に
貼る磁石を３種類提示し、A児がその中から
１つ選ぶ。
誤答の場合は、トレーナーが読みの最初の文

字を言う（４なら「よ」）プロンプトを行い正
答を確認した。正答を定着するため、引き続き
数字の読みの訓練を行い、正答率が１００％にな
るまで続ける。
②量と数のマッチング
道 具：赤、青、黄色、白、緑の５色のポー

カーチップ、各２０個。
手続き：赤、青、黄色、白、緑の５色のポー

カーチップをランダムな順番で２０個提
示する。トレーナーが「○個ちょうだ
い」と言う。それに対して、A児が
指示された個数のポーカーチップをト

レーナーに渡す。
正答の場合は、トレーナーが、トークン表に

貼る磁石を３種類提示し、A児がその中から
１つ選ぶ。
誤答の場合は、トレーナーと一緒に数を数え

正解を確認した。正答を定着するため、引き続
き量と数のマッチングの訓練を行い、正答率が
１００％になるまで続ける。
③量と数字のマッチング
道 具：赤、青、黄色、白、緑の５色のポー

カーチップ、各２０個。１～１０までの数
字の書かれたカード１０枚。

手続き：赤、青、黄色、白、緑の５色のポー
カーチップをランダムな順番で２０個提
示する。トレーナーが数字の書かれた
カードを提示する。それに対して、A
児がカードの数字と同じ個数のポー
カーチップをトレーナーに渡す。

正答の場合は、トレーナーが、トークン表に
貼る磁石を３種類提示し、A児がその中から
１つ選ぶ。
誤答の場合は、トレーナーと一緒にポーカー

チップの数を数え正答を確認した。正答を定着
するため、引き続き量と数字のマッチングの訓
練を行い、正答率が１００％になるまで続ける。
④量の大小概念
道 具：赤、青、黄色、白、緑の５色のポー

カーチップ、各２０個。
手続き：赤、青、黄色、白、緑の５色のポー

カーチップを使用する（各色、最大１０
個ずつ）。２種類の色を選び、ランダ
ムな組み合わせで、A児の前に提示
する（例えば、赤２個と白１個等）。
トレーナーが「多いのどっち？」と問
う。それに対してA児は多い方を指
さす。

正答の場合は、トレーナーが、トークン表に
貼る磁石を３種類提示し、A児がその中から
１つ選ぶ。
誤答の場合は、トレーナーがポーカーチップ

を１対１対応で提示していき正答を確認した。
正答を定着するため、引き続き量の大小概念の
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訓練を行い、正答率が１００％になるまで続ける。
⑤数字の大小概念
道 具：１～１０までの数字の書かれたカード１０

枚。
手続き：数字の書かれたカードをランダムな組

み合わせで提示し、トレーナーが「多
いのどっち？」と問う。それに対して
A児は多い方を指さす。使用する
カードは最大１０までであった。

正答の場合は、トレーナーが、トークン表に
貼る磁石を３種類提示し、A児がその中から
１つ選ぶ。
誤答の場合は、数字に対応するポーカーチッ

プを提示し大小関係の確認を行った。トレー
ナーが正解を教える。大小概念を形成するた
め、引き続き数字の大小概念の訓練を行い、正
答率が１００％になるまで続ける。
⑶ トークン表について
トークン表（Fig２）は、壁に貼ってある３

枚のトークンカードに書き込まれた丸印に磁石
を貼っていき、トークンカードの丸印の上にす
べて磁石がおければ、遊ぶことができるように
なっていた。磁石は、着席状態取り組んだ課題
に対して正解すれば、１つもらえることになっ
ていた。３枚のトークンカードは、コースタ
（幼児椅子にA児が座り、母親面接者が椅子
ごとA児を持ち上げ揺らしたりする）、ボール
（筆者が支えるバランスボールの上でジャンプ
する）、お絵かき（紙３枚に筆者が２つずつ記
号を書き、A児が記号同士をつなげていく）
であった。磁石の色は、コースターが黄色、
ボールが青、お絵かきが赤であったが、時々色

を変え、色と遊びの結合を弱める配慮をした。
トークンエコノミー法を適用した当初は、遊び
の種類は、ボールの１種類のみであったが、支
持強化価を維持するために３種類の活動から選
択できるように設定した。また、適用当初は、
トークンカードの丸印の数が５つであったが、
様子を見ながら徐々各トークンカードの丸印を
１０ずつにしていった。
⑷ セッション回数
本研究での対象セッションの総回数は、A

児が４歳９カ月から５歳４カ月までに行った１０
回とした。
⑸ 分析方法
分析には、セッションを録画したビデオを用

いた。正誤の判断基準は、プロンプトなしで正
答した場合のみ正答とカウントし、プロンプト
ありでの正答及び誤答を誤答とカウントした。
⑹ 着席行動に対する視点
筆者が担当になったX年３月の訓練構造は、

１時間のフリーオペラントであった。学習場面
を想定した訓練に移行していくために、少しず
つ着席行動に慣れていく必要があった。そのた
め、訓練の中で机について出来る遊び（パズル
や絵カード）を用意し、A児に席に座るよう
勧め、着席する機会を増やしていくという段階
を踏んだ。加えて、トークンエコノミー法にも
慣れるために、遊びのなかで、トークンを用い
た課題を取りいれ、X年５月からトークンエコ
ノミー法を適用し、あらかじめ筆者らが用意し
た課題に取り組むという訓練構造にシフトして
いった。
A児の着席に対しては、著者はまず自発的

な着席が見られるかどうか待った。待った結
果、着席ことができなければ、椅子を引いてあ
げた。椅子を引いた結果、着席ことができなけ
れば、「どうぞ」と声をかけ、椅子を勧めた。
その結果、着席ことができなければ、「座って」
と声をかけた。その結果、着席することができ
なければ、手を引いて行ったり、抱きかかえて
席に連れて行き、着席できるようにするという
段階を踏んだ。

Fig２．トークン表
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Fig3．A児の数概念に対するアセスメント

４．結果・考察

⑴ A児の数概念に対するアセスメント
初回からの３セッションの中で、訓練前の

A児の数概念に対するアセスメントを行った。
本稿では、①数字の読み→②量と数のマッチン
グ→③量と数字のマッチング→④量の大小概念
→⑤数字の大小概念の順に難易度が高い問題で
あると設定した。結果は、Fig３のようになった。

Fig３にあるように、①数字の読み、②量と
数字のマッチングは身についていることが分
かった。
③量と数字のマッチングは、正答率が２試行

目で９０％から、３試行目で１００％となり身につ
いているとものと考えられる。
④量の大小概念は、５以下の量の比較を行っ

たところ、指さしでの回答で、正答率が８０％で
あった。また、⑤数字の大小概念も、同様に指
さしで回答で５以下の数字の場合、正答率２０％
であった。
このことから、①数字の読み、②量と数字の

マッチング③量と数字のマッチングについて
は、既に身につけていると判断した。そこで、
④量の大小概念以降の課題について訓練を行う
必要があると考え、訓練を行った。
⑵ 着席行動について
着席総時間をFig４に、着席頻度とプロンプ

トをFig５に示した。

Fig５を見ると、トークンエコノミー法適
用１回目である６回目のセッション時には、総
着席回数の半分以上に着席に対する援助が必要
であった。これは、トークエコノミー法にA

Fig4．着席総時間
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児が慣れておらず、戸惑ったりパニックを起こ
したりしたりしていたためである。トークエコ
ノミー法適用２回目の７回目のセッションで
は、総着席回数の半分以下になり、トークエコ
ノミー法に慣れてきた９回目のセッション
（トークエコノミー法適用４回目）以降は、着
席に対する援助は３分の１以下で推移してお
り、１５回のセッション以降は１００％自発的な着
席行動となっている。
Fig４を見ると明らかなように、トークエコ

ノミー法適用後は着席総時間が延びており、ま
た、Fig５を見ることで明らかなように、自発
的な着席行動が急激に伸びている。これは、着
席行動に対する援助を行い、着席することに慣
れてきたこともあるだろうが、トークエコノ
ミー法を適用した結果、課題遂行に対する動機
付けが高まり、結果として自発的な着席行動と
着席時間が増加したと言える。
今後は、自発的な着席行動を維持することを

課題としてセッションを行っていきたいと思
う。
⑶ 訓練結果について
トークンエコノミー法を導入しつつ、訓練を

行った結果はFig６の通りである。
Fig６より、４セッション目、５セッション

目の時点では、③量と数字のマッチングが
１００％の正答率となり、身に付いたと言える。
しかし、④量の大小関係については、５以下の

数字で多い方を選択するという課題において、
４セッション目で２０％の正答率、５セッション
目で６０％の正答率と充分に身についているとは
言えなかった。また、⑤数字の大小概念につい
ては５以下の数で多い方を選択という課題にお
いて、２０％の正答率であり、身についていな
かったことが考えられる。その後、訓練手続き
に慣れるとともに、夏休みの間の家庭での取り
組みにより、④量の大小関係における５以下の
数に対する認識が９０％の正答率となったことか
ら、量の大小関係が身につきつつあると言え
る。このように、Ａ児に対して、トークンエコ
ノミー法を用いた訓練は一定の効果を挙げる可
能性を示した。また、Ｆｉｇ４、５から分かる
ように、トークンエコノミー法を導入すること
により、自発的な着席行動が増えまた、落ち着
いて学習に取り組めるなど、トークンによって
着席行動に対して確実に強化刺激が後続するこ
とで、着席及び課題従事行動が形成、維持され
ていると考えられる。
以上のように、Ａ児については、トークンエ

コノミー法を導入しての数概念の学習という構
造は有効であると考えられる。しかし、Ａ児が
同じ課題の繰り返しに慣れ、やや飽きる場面も
見られるようになった８回目以降は課題の出題
の仕方が十分に系統だっていないことから、
個々の課題に対する認識の深まりにつながり難
かったように思われる。

Fig5．着席回数と着席方法
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この背景には、訓練構造にＡ児が慣れ、単一
の課題に取り組むことに飽きてしまう場面があ
り、トレーナーが飽きさせないために、まだ準
備が十分にできていないにもかかわらずトレー
ナーが複数の課題をランダムに出題する場面が
増えたことが原因だと考えられる。課題出題に
対して、トレーナーは出題のレパートリーより
も、出題方法の技術を増やすという選択をすべ
きだったことが考えられる。
訓練構造自体は失敗とは思われないので、今

後は、課題の出題順序の検討に加え、出題方法
のレパートリーを検討し、Ａ児にとって混乱し
にくく、学習に飽きのこない出題方法を検討し
ていくこが必要だと考えられる。
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Fig6．課題に対する正答率
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